
フクシマ原発事故／日本：放射能汚染水を海へ放出？ 
日本は、福島第一原発事故から出る、フィルター処理後もまだ放射能汚染

されている水を希釈して 2023年の夏にも海へ放出しようとしています。 

  
「フクシマ原発事故」とは？ 
2011年 3月 11日の大地震と津波の発生後、福島第一原発で水素爆発と炉
心溶融を伴う深刻な原子力事故が起こりました。これにより大量の放射性

物質が環境に放出され、大気、土壌、水、食物を海陸で汚染し、それが今

も続いています。 
  

12年以上経った今も、当時発令された原子力緊急事態宣言は出されたまま

で、2万人以上の人が公に避難者として登録されています。子ども、若

者、妊婦を含む近隣の住民たちには年間 20ミリシーベルトという被ばく
限度線量が強いられていますが、これは法律で民間人に許されている最大

被ばく線量の 20倍で、原発労働者の基準値と同じです。 

  
なにを海に放出？ 
事故を起こした原子炉は、冷却回路が壊れていてもずっと水で冷却する必

要があるため、強度に汚染した冷却水がどんどん溜まり、それが漏れ出て

くる地下水と雨水と混ざって日々大量の汚染水に膨れ上がっています。今

では 130万トンもの量となって約千基ものタンクで福一の敷地で保管され
ています。この水を日本はフィルター設備で処理し、希釈してから海に放

出しようとしています。 
  
日本政府の言い分 
放射性核種の含まれた水は ALPSというフィルター設備で「問題のないレ
ベル」まで処理される。残るのは主に水から分離が難しいトリチウムだけ

である。トリチウム水は世界のどの原発からも放出されている。水に含ま

れている放射性核種はすべてそれぞれの濃度限度を下回るまで処理され、

さらに放出前に希釈される。国際原子力機関 IAEAからも承認を得た。東
電によればタンクを置く場所がもうすぐなくなる、こう主張しています。 



  
問題点 
福島第一に保管されている水は、溶けた燃料棒に触れた液体の放射性廃棄

物であり、通常の原子炉の運転で放出されるトリチウム水とは比べること

はできません。ALPSは放射性核種すべてを取り除けるわけではありませ

ん。水素の同位元素であるトリチウムだけが処理後に残る唯一の核種かの

ように言われていますが、実際にはトリチウムのほか、セシウム 134 およ

び 137、ストロンチウム 90、コバルト 60、炭素 14、ヨウ素 129などが
含まれています。 
  

生態系および食物連鎖におけるトリチウムの影響はしかし、調査が不十分

なほか、わずかな調査結果も考慮されていません。どの量からは何が「問

題ない」と、誰が判断するのでしょうか？ 放射性物質の環境への放出に関
し、日本政府はそれぞれの核種に対する告示濃度限度を定めました。これ

は、人が 70年にわたり毎日その濃度の水を 2リットル飲み続けた場合、1

年間で平均 1ミリシーベルト被ばくする、という濃度です。ということ
は、長期にわたる影響評価はここでは全く考慮されていないことになりま

す。また、個々の放射性核種がどのように海水で変化し、どのように食物

連鎖で濃縮され、どのような害を及ぼす可能性があるかについての研究も

不十分です。濃度がいくら希釈されても、トリチウムは年間 22 兆ベクレ

ルが海に放出されることになります。希釈されてもばらまかれても、量に

変わりはありません。 
  

トリチウムの半減期：12年、ストロンチウム 90：28.8年、炭素 14：5730年、ヨ

ウ素 129：1570万年。 

  
予防の原則 
放射線防護の観点から言えば、福島第一の汚染水は厳重な管理のもと、タ

ンクに保管されたままであるべきです。疑義がある場合には予防の原則に

則るべきです！ 
  



ことに心配されているのが近隣の港で捕れる魚から検出されるセシウム

134/137 が増加している事実です。2023年 6月には、クロソイでなんと

18,000ベクレル／キロが測定されました。汚染水の漏洩が続いている可

能性があります。これを徹底的に調査し対策をとらずに汚染水を海洋放出

するなどは無責任です。 
  
「心の除染」と「風評被害」 
市民を放射能によるさらなる危険から守る代わりに日本政府は「少しくら

いの放射能は大丈夫、それより不安の方が問題だ」というおとぎ話を広め

ています。その不安克服のため彼らは、厳重な健康調査や放射能汚染の計

測ではなく、「心の除染」という大規模な宣伝キャンペーンで、原発推進

派の科学者の意見だけを集めた偏った結論を繰り返しています。人々の正

当な恐れを「放射能パニック」、経済に害を及ぼす「風評被害」だとして

いるのです。 
  

原子力推進のための IAEA 

1957年に「原子力の平和利用」というモットーの下原子力エネルギー推

進を目的に作られた国際原子力機関の任務は、放射線防護ではありませ

ん。それよりどこまで放射線リスクを「軽微であり無視できる」と呼べる

かの規定を作っています。IAEAの影響評価報告書には、海の生態系への

長期影響は考慮されていません。どうして彼らの報告書が「認可」だと言

えるでしょうか？  
  
去るもの日々疎し？ 
近隣国、南太平洋諸国は当然ながらこの日本の計画に反対しています。国

連の専門家も人体の健康と環境に及ぶ可能性のある危険について懸念を表

明しています。一度海洋放出を始めてしまえば、将来も汚染水の海洋投棄

を許す前例を作ることになります。日本は、すでにあらゆる環境汚染の影

響を受けている海、地球のほかのどの海洋とも繋がっている海を 30年以
上にわたってさらに汚染しようというのです。海は汚染物の廃棄場ではあ

りません。汚染をできるだけ限られた場所に閉じ込める努力をする代わり

に、それを散りばめようとするなど、無責任極まりありません。しかし、

東電も日本政府も、大量の水タンクなど、事故がもたらした目に見える結



果を、汚染水を海に放出することでできるだけ見えなくしてしまおうとい

うのです。決してそれを許してはなりません！ 
  
従って以下のことを求めます： 

• フクシマであろうがどこであろうが、放射能汚染された水を海洋放

出してはならない! 
• 世界各地の原子力施設に対し、生態系変化と人体への健康への影響

をモニタリング・分析する、独立した団体による管理・研究システ

ムの設立 
• 研究・モニタリング結果の透明性高い開示 
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